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（肺移植術後における蛍光気管支内視鏡を用いた気道虚血
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論 文 審 査 委 員 教授 佐野俊二 教授 森松博史 教授 岡田裕之

学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

肺移植術後において気道虚血は患者の予後に影響を与える合併症を引き起こす重篤な合併

症である。気道虚血を早期に診断し適切な医療介入を行うことにより様々な気管支吻合部合

併症を減少させることが期待できる。蛍光気管支内視鏡は気管支組織内に存在する蛍光物質

から発する自家蛍光を検出する特性を有した気管支内視鏡である。気管支壁の厚みの違いに

よる自家蛍光の強弱を疑似カラー表示し，病変部位と正常組織にコントラストをつけて描出

できる。本研究では気道虚血病変に対する蛍光気管支内視鏡の有用性について検討した。ブ

タ気管を用いて気道虚血モデルを作成し，蛍光気管支内視鏡を用いて評価するとともに組織

学的検討を行った。虚血障害部位から輝度の高い緑色蛍光が観察され，その原因として粘膜

下層内存在する弾性線維層からの自家蛍光を検出していることが分かった。本研究から蛍光

気管支内視鏡は気道虚血障害の検出に有用であることが示唆された。
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